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秋が一層深まり、見事に紅葉した木々が街を彩

っています。５月はたくさんの行事がありました

が、どの行事も子供たちは一生懸命に取り組みまし

た。14日にあった児童生徒総会では、「元気なあいさつのあるメル校

にしよう。自分の目標をあきらめずに頑張ろう。」というスローガンが

発表されました。執行部から「元気なあいさつのある学校を目指して

いくことが、相手のことを知り、お互いの信頼関係を築くきっかけに

なり、メル校をさらに明るくすることにつながります。」と全校生へ

のよびかけがありました。こうやって自分たちの学校を自分たちの手

で良いものにしていこうという自治活動は、これからの未来を生きる

子供たちにとって、とても大切な経験になります。執行部の合言葉で

ある「TEAMメル校」を実現できるよう、メル校中に明るい大きなあ

いさつの声が響き渡り続けることを願っています。 

さて、6月4日（水）～6日（金）には、Ｇ４からＧ９が参加する2

泊3日の宿泊学習が予定されています。こちらは「力を合わせて絆を

深めよう」というスローガンが実行委員会から提案されました。仲間

と寝食を共にしながら絆を深める3日間です。子供たちがこの宿泊学

習を通して、どのように成長するのかをとても楽しみにしています。

ご家庭におかれましては、持ち物の準備、お子様の健康管理等、ご協

力をどうぞよろしくお願いいたします。 

６月は他にもいくつか大きな行事があるものの、じっくり落ち着い

て学習に取り組むことのできる月になります。スポーツの秋、読書の秋、勉強の秋など、一人一人が

自分の「秋」をみつけて、元気に過ごしてほしいと願っています。       校長 小橋 幸代 

 

 

 

5月25日、ジャパンフェスティバル2025に出

演しました。小学部は元気いっぱいの「よさこい

エイサー琉球王」を、中学部はきりっと引き締ま

ったかっこいい「南中ソーラン」を披露しまし

た。素晴らしい演技に広い会場いっぱいにメル校

生の頑張りを称える拍手の音が響き渡りました。

多くの方々にメル校生のすてきな姿を見ていただ

くことができて本当に良かったです。また、絵手

紙コンテストでは、多くの応募作品の中から見事

５名のメル校生の作品が表彰されました。一生懸

命取り組んだ成果だと思います。メル校ブースに

もたくさんの来場者がありました。オーストラリ

アでの日本文化への関心の高さに改めて気付かさ

れた一日でした。 
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